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伊豆沼・内沼
　～ これから目指す姿 ～

会　長　西　村　　　修
宮城県伊豆沼・内沼自然再生協議会

　４０年前の大学院生の頃、研究室が湖畔で行う水質

浄化実験の手伝いで初めて伊豆沼を訪ねた。その後、

水質や底質の研究を行ったことが縁で、２００８年設

立の伊豆沼・内沼自然再生協議会会長に就任した。今

振り返ると若気の至りとしか言いようがないが、水質

を良くしたいという思いがあり、少しは良くできるだ

ろうという思い込みがあった。

　協議会の根拠となる自然再生推進法は、２００２年

制定された面白い法律である。第二条の定義を抜粋し

て紹介する。「（前略）関係行政機関、関係地方公共

団体、地域住民、特定非営利活動法人、自然環境に関

し専門的知識を有する者等の地域の多様な主体が参加

して、河川、湿原、干潟、藻場、里山、里地、森林そ

の他の自然環境を保全し、再生し、若しくは創出し、

又はその状態を維持管理することをいう。」つまり、

地域のみなさんが意見を出し合い、みなさんで目標を

定め、みなさんが参加して行うのが「自然再生」であ

る。

　ところで、伊豆沼・内沼の環境保全の歴史は古く、

今年はラムサール条約登録湿地として４０周年を迎え

ている。しかし、登録に至る道のりは平坦なものでは

なかったと聞く。開発することと自然を守ることの両

立は、並大抵ではない。それを可能とした地域のみな

さんの伊豆沼・内沼に対する思いは、自然再生の目指

すところそのものである。

　今秋もガン類、ハクチョウ類、カモ類が飛来し、日

本最大級の水鳥の生息地は賑わっている。それは、安

全なねぐらである広い水面と、食物資源である田んぼ

に残る籾などがあってこそ。地域の農業は自然再生事

業そのものである。

　オオクチバスの防除活動のために伊豆沼方式が開発

され、長年の活動により絶滅の危機に瀕したモツゴや

フナ類、希少種のゼニタナゴが回復し始めた。バス繁

殖期の５～６月には、ボランティア団体バス・バスタ

ーズのみなさんが毎週集まる。子どもたちも参加し、

楽しく外来生物対策を学ぶ自然再生事業である。

　湖岸の環境整備は企業のみなさんによって行われて

いる。整備された散策路を使って生き物の観察会が行

われ、ヨシ刈りによって湖面の景観が広がる。また、

エコトーンの造成によって、マコモが再生し、水鳥が

利用し、ミズアオイやコツブヌマハリイなどの希少種

が出現した。エコトーンの規模を拡大できれば、水質

にも好影響をもたらす自然再生事業となろう。

　全国でも有数の成果を上げているのは、自然再生事

業に参加するみなさんのおかげである。また、事務局

を務める宮城県、栗原市、登米市、および公益財団法

人宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団の献身的なサポー

トがあればこそ。感謝は尽きない。


